
� S3
ネ

ら
\ M

～ Q

、ご1A
管理用入口

も

堀創の深さ

身長160 cm

A'

‘.ダ'

-ぜ :
A amlifaA',

m命

標高

B'

76- B

市

道

中

166

号

線

IB

鎌

倉

街

道

I

\ 標高
玉川上水の断面図

(小平市上水新町1丁目付近)

3-

B..

;J1'

市指定史m範囲

.....»u

空堀底面

�� ■査地点

空堀範囲

遊歩道

・B'

水飲み場

現地案内板

遊歩道入口

～
VJ-

ぐ,ITァ

#港野神社窟
恋ケ窒用水路周辺綠地入口

FT
熊野神社

緑地問い合わせ先

緑と建築速

[住所]〒1 85-8501東京都国分寺市戸倉16 1

[TEL] 042-325-0111 (代表)
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武蔵国分寺紳資料館(おたかの道湧水園)

開館時間：午前9時̃午後5時

休館日：月曜日(祝口振替休日の場合はその翌B)

a2H29B̃1月3日'臨時休館B)

入館料：人園料(一般100円.中学生以下無料)
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国分寺市教育委員会ふるさと文化財課

[住所]〒18S 0023東京都国分寺市西元町1-13-10

[TEL] 0423000073 [FAX] 0423000091

[E mail] bunkazai@dtY.kokubunji.tokyo.jp
旧pアドレス】

http://www.city.kokubunji.tokyo.jp/shisetsu

/shikanren/shiyakusyo/1 O04251.html
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国分寺市文化財資料展示室

国分寺市教育委員会ふるざと文化財ぽ
平成31年1月発行ver. 1

開館時問：午前9時̃午後5時
休館日：月曜g (祝口振替休日の場合はその裂日)
人館料：無料(12fl29ỹ 1月3H .雄時休館d)
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恋ケ窒村分水は、近世前期に、江戸の急激な人口増加に

対応するために開前した玉川上水から引水し恋ケ窒村

を潤していた分水です。現在でも巨大な掘朝と綠の景観

が残されている恋ケ窒村分水を、開削360周年にあたる

平成29年に市の重要史跡に指定しました。

国分寺市教育委員会
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①想ケ蓮村分ホと玉！リ上ホ

玉川上水は、江戸幕府の公式記録である『上水記』によると、承応2年(1653) 4月から11

月の間に開削されました。ゆるやかな武蔵野台地上を羽村の取水口から砂川村を通り、四谷大木

戸まで約43kmにわたる大ェ事でした。

そのわずか4年後の明暦3年(165力、国分寺村・恋ケ窒村.貫井村(現小金井市)が玉川上

水から水田用水を引水することを願い出て許可され、合同の分水口が設けられました。この分水

は「国分寺村分水」や「国分寺村外ニケ村組合分水」と呼ばれ、開削当初は、上水新町3丁目付

近の玉j II上水から直接取水し、現在の蓮東公園の西側を南下して恋ケ窒交差点で貫井村分水と分

かれ、東恋ケ窒五丁目交差点東側で国分き村分水と恋ケ蓮村分水に分かれるルートでした。この

ような玉川上水分水は武蔵野台地の至る所を流れてい

ました。その後、明治3年(1070)に分水口の統廃合

が行われ、南野中新田分水(現砂川用水)から引水さ

れています。

水は昭和45年頃まで流されていたと見られ、恋ケ

蓮村の田■風景を構成していました。また、かつて恋ケ

窒交差点の東側一帯は「堀分」という地名でした。

西恋ケ窒の水田風景(昭和33年)
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市内における分水関連図
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》s上水̃恋ケ輩村分水は分水路(推定含わ)の距離を模式化

※恋ケ建村分水～武蔵国分寺跡資料館は直線距離を模式化

※「地名」は日地名を表す
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恋ケ蓮村分水周辺地形図

(昭和30年)
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恋ケ蓮村分水周辺空撮写真

(昭和22年)

②恋ケ蓮村分ホ0簡削

恋ケ蓮村は、中世には鎌倉街道が通る交通の要衝に位置しておリ、近世初頭には村が成立していた

と考えられます。恋ケ窒村分水は村の農業用水の確保が目的でしたが、その開削には、さんや谷と恋ケ
じんい

蓮谷にはさまれた台地をひとつ越えなければなリませんでした。当時、トンネルェ法ともいえる胎内

堀はまだ技術的に確立されておらず、この段丘を通すために大規模に掘リ込む必要があったのです。

分水の開削により、恋ケ蓮村は約3斗9升から8斗8升へと倍以上の石高となリ、次第に高低差を

利用して水車経営をする農家(鈴木水車)などもみられました。

②発握調査と菌備公闇

長く空堀の状態で保存されていた恋ケ窒村分水は、平成29年に綠地整備に伴う発掘調査が行われま

した。分水の堀割は逆台形状で、堀幅の上面で約6̃9m、深さは約5.2～5.5mを測リます。当初か

ら玉川上水に匹敵するほどの規模で掘削され、堀の底部から50(mほどの深さまで水が流れていた痕跡

を確認しました。通水のため分水として機能していた時期に遡る遺物は少なかったものの、江戸時代

の植★鉢やすリ鉢、陶磁器の皿が数点発見されました。また、空堀となってからは、コーラ瓶などが

投棄されていることがわかりました。

調査の結果、恋ケ窒村分水の大規模な堀割は当時の妾を残す土木遺産として貴重であることから、

明暦3年り657)の開削から360年にあたる2の7年に市重要史跡に指定をし翌年7月には恋ケ窒用

水路周辺綠地としてオーブンしています。

④市めを流れる分ホ・用ホ

今回指定したのは西恋ケ窒に残る分水の堀割ですが、市内には恋ケ窒村分水以外にも江戸時代を通

して多くの分水路が設けられていました。五日市街道に並行して通水している南野中新田分水(砂川

用水)は現在でも見ることができ、西町にはトンネル状の胎内堀が残されています。

市内には分水を利用した水車の痕跡、水の祭肥に関係する寺社などの文化財が多く残されておリ、

今後も市はそれらの保護と活用を進めていきます。
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